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V313a CTA大口径望遠鏡の高画素化に向けた SiPMモジュールの開発
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CTA大口径望遠鏡（Large Sized Telescope, LST)の焦点面カメラは、1855本の光電子増倍管 (photomultiplier
tube, PMT) から成っている。空気シャワー像を楕円形のイメージとして捉える従来の解析手法であれば、この
画素数で十分である。しかし、ガンマ線観測のバックグラウンドとなるハドロン宇宙線が作る空気シャワー像に
は、現状の画素数よりも小さいスケールでの構造が存在することが知られている。カメラの画素数を上げること
でその構造を検出し、解析に活用すれば、バックグラウンド事象数の低減、望遠鏡感度の向上が期待できる。さ
らに、画素の面積が小さくなれば、半導体型の光検出機、SiPMの採用が可能になる。SiPMは、量子効率、電荷
分解能、耐久性、必要高電圧の点において、従来の PMTに優っている。一方で、パルス幅が広い、ゲインの温
度依存性が大きい、オプティカルクロストークにより検出光子数の分解能が落ちるなどの短所もある。本講演で
は、LSTのカメラの高画素化に向けた、SiPMモジュールの開発の現状について報告する。SiPMの基礎特性の
評価に加え、LSTに搭載する上で課題となりうるパルス波形整形や、ゲインの温度補償についても議論する。


